
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自衛隊の平和活動  

自衛隊長野地方協力本部 上田地域事務所所長 

 陸上自衛隊 一等陸尉  浅野 大輔様 
我が国を取り巻く安全保障環

境は、さまざまな課題や不安定要

因がより顕著化・先鋭化してきて

おり、一層厳しさを増しています。 
我が国周辺では、大規模な軍事

を有する国家などが集中する一

方、安全保障面の地域枠組みは十分に制度化され

ておらず依然として領土問題や統一問題をはじめ

とする不透明・不確実な要素が残されています。 
また、領土や主権経済権益などをめぐる純然

たる平時でも有事でもない、いわゆるグレーゾー

ンの事態が増加・長期化する傾向にあり、さら

に、周辺国による軍事力の近代化・強化や軍事活

動などの活発化の傾向がより顕著にみられるな 
ど、我が国周辺を含むアジア太平洋地域における

安全保障上の課題や不安定要因は、より深刻化し

ています。国内においても地震、豪雨等の大災害

の頻発等、予断の許さない状況が続いている。こ

うした状況のもと、国民の皆様の自衛隊に対する

期待は益々高まっていると認識しています。 
自衛隊の主たる任務は、１国の防衛、２災害派

遣、３国際協力です。この３つの任務を、陸上・

海上・航空、それぞれの自衛隊で日々遂行してい

るわけです。有事の際は陸・海・空をシームレス

に運用できるよう統合運用態勢の実効性を向上に

も努めています。 

国の防衛について、陸上自衛隊は、各種事態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対処にあたって迅速かつ実行的な抑止・対処を行

う「即応機動防衛力」の構築を目指し海・空自衛

隊、米軍の他、平素から警察等関係機関とも連携

しうる様訓練を行っています。更に、地方公共団

体等と連携して国民保護に関する訓練等も実施し

ています。 

海上自衛隊では、平素から哨戒機（Ｐ－１）

などにより航行する船舶などの状況を監視するほ

か、ﾐｻｲﾙ発射に対する監視など護衛艦・航空機を

柔軟に運用して周辺海域における警戒監視活動を

行っています。 

航空自衛隊は、日本各所に２８ヶ所にレーダ

ーサイトを設置し２４時間３６５日、一日も休む

ことなく我が国周辺の警戒監視を実施していま

す。状況により、早期警戒機（Ｅ－２Ｃ）や早期

警戒管制機（Ｅ－７６７）により警戒態勢を敷き

ます。また、発見した国籍不明機が領空侵犯する

恐れがある場合は戦闘機を緊急発進させる「スク

ランブル」を行います。 

災害派遣について、自衛隊の災害派遣は昭和

２６年のルース台風の災害派遣以来、７０年間あ

まりの間に４万件を越えています。東日本大震災

などの激甚災害時の人命救助や復旧支援をはじ

め、風水害・噴火といった自然災害や火災・海

難・航空機事故などでの災害救助活動、医療施設

の整っていない離島からの緊急患者輸送、山・海

での遭難者の救助、不発弾処理や防疫にいたるま

で活動は広範多岐にわたりさまざまな災害派遣活

動を行い、国民の命を守ります。陸上自衛隊だけ

でなく、海上自衛隊や航空自衛隊も被災者や遭難

した船舶・航空機の捜索・救助、給水、人員や物

資の輸送といった様々な活動を行っています。 

国際平和協力活動について、自衛隊は国際テ

ロ、地域紛争という地球規模の問題解決のため、
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積極的かつ主体的に取り組んでいます。 
自衛隊の部隊等が行う国際平和協力業務は、

大別して国際連合平和維持活動（ＰＫＯ）、国際

連携平和安全活動、人道的な国際救援活動、国際

的な選挙監視活動の４つのグループに分けられ、

１９９２年国際平和協力法が成立して以来現在ま

で日本が行った国際平和協力業務は２７回その内

ＰＫＯは８回で延べ約１１，３６０人の部隊及び

司令部要員を派遣しています。現在世界で行われ

ているＰＫＯは１５ミッションで自衛隊は南スー

ダンの１ミッションに４名の司令部要員の派遣を

継続中です。 
最後に、任務の多様化に伴い防衛省・自衛隊

が各種任務を適切に遂行する為には、質の高い人

材を確保することが必要不可欠です。しかし、社

会の少子化・高学歴化の進展のほか、近年の好調

な景気・雇用状況などにより、厳しい状況にあり

日本の安全を守る自衛隊員の不足が深刻化しお

り、これを「静かなる有事」と捕らえる向きもあ

ります。 

 

 

自衛隊について知ってほしい！  
会長 宮澤 広一君 

7 月ももうじき終わろうとし

ているのに、毎日毎日雨模様で、

なかなか梅雨が明けてくれませ

ん。6 月 7 日（平年並み）に梅雨

入りして以来 1 ヶ月半も梅雨つ

づいています。今年の梅雨は長いような気がしま

すが調べてみると、関東甲信及び北陸地域の平年

の梅雨明けが７月 21 日〜24 日ごろですので、そ

んなに長い訳でもないようです。昨年の梅雨明け

が 6 月 29 日だったので、今年の梅雨が長く感じ

られるのかもしれません。建設業の私にとっては、

現場の事を考えると、1 日でも早く梅雨が明けて

欲しいと願っています。 
 我々が行うクラブの活動は、ローカルなことが

多いですが、平和でより良い社会の構築を目指す

ことが大きな目的です。 
その平和に大きく寄与している団体の一つは、

自衛隊だと思います。自衛隊の災害復旧支援もな

くてはならないものになっていると感じます。最

近の選挙でも、憲法改正に関する自衛隊の事が話

題になりました。 
 でも話題にはなるけれど、自衛隊の普段の活動

についてはなかなか知る機会が少ないと思います。 

 そこで、今日は、せっかくご近所に自衛隊の事

務所があるので、その所長を招いての卓話を企画

させていただきました。 
                                    

  

 
幹事 北村 久文君 

１．ＲＩよりコーディネーターニュー 7 月 8 月号 
２．米山奨学会より ハイライトよねやま 232 号 
３．地区事務所より 
  ・諏訪ロータリークラブ FAX 番号変更 
  ・「信州アートプロジェクト」について 
４．AMU 様より ニュースレター他  
５．㈱梓書院より 書籍のご案内 
６. 理事会より ７月理事会議事録 
恵送会報 上田東 RC 様・東御 RC 様  
全会員配布物 
１. 当クラブ会報  第 1029 号 
２．6 クラブ会員名簿  

 

 
 

委員長 吉田 穣君          

          ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日  24 3 0 91.30％ 
前々回 24 4 3 95.83％ 
宮澤広一君  浅野所長、本日はようこそ六文銭

RC へ！お話楽しみです。 

湯原 剛君  梅雨明けが待ち遠しい今日この頃。

東京に残してきている子どもと

虫取りに行くのが楽しみです。 

 

肥田野秀知君 笠原 一洋君 柄澤  堯君 
小嶋 修一君 松澤 一志君 宮原 宏一君 
中澤 信敏君 西澤 尚夫君 西澤 文登君 
斉藤惠理子君 山崎 芳雄君 吉田  穣君 
清水 一典君 杉山  裕君 水野 泰雄君 
北村 久文君 合原 亮一君」  

  

 
□司  会    渡邉 章貴君 
□開会点鐘    宮澤 広一君 
□斉  唱    我らの生業 
□ゲスト 

自衛隊長野地方協力本部上田地域事務所長」 
 陸上自衛隊 一等陸尉  浅野 大輔様 

□委員会報告 Ｒ財団委員長 中澤 信敏君 
     『地区補助金事業 経過報告』 
 


